
説
法
に
お
け
る
因
果

『
百
座
因
縁
』
試
論

　
　
　
１

　
仏
教
の
思
想
を
問
題
に
す
る
場
合
、
『
因
果
』
と
い
う
こ
と
を
抜
き

に
し
て
は
、
語
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
人
々
に
対
し
て
、
多
く
説

か
れ
て
い
た
も
の
も
こ
の
「
因
果
」
の
思
想
で
あ
る
。

　
周
知
の
『
日
本
霊
異
記
』
に
、

　
◇
愚
痴
の
類
は
迷
執
を
懐
き
、
罪
福
を
信
ぜ
ず
。
深
智
の
濤
は
内
外

　
　
を
観
て
因
果
を
信
け
怒
る
。

　
◇
善
悪
の
状
を
呈
す
に
あ
ら
ず
は
何
を
以
ち
て
か
曲
執
を
直
し
て
是

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
非
を
定
め
む
。
因
果
の
報
を
示
さ
ず
は
何
に
よ
り
て
か
悪
心
を
改

　
　
め
て
善
意
を
修
め
む
。

　
◇
析
は
く
は
奇
記
を
覧
る
者
、
邪
を
却
け
、
正
に
入
り
、
諸
悪
作
す

　
　
こ
と
莫
く
、
諸
善
奉
行
せ
む
こ
と
を
。

と
あ
る
よ
う
に
、
因
果
（
特
に
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
）
を
説
い
て
、

こ
の
巨
に
お
け
る
善
行
を
勧
め
る
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

原
因
と
結
果
は
、
時
を
隔
て
て
結
ぶ
こ
と
も
あ
る
し
、
又
時
を
隔
て
ず

に
結
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

安
　
東
　
人
　
隆

　
現
世
で
善
行
を
積
ん
で
米
所
で
極
楽
に
往
生
し
よ
う
と
い
う
、
浄
上

教
の
代
表
的
な
考
え
方
も
、
こ
の
因
果
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

又
善
を
ほ
ど
こ
し
て
お
け
ば
、
必
ず
そ
の
結
果
か
お
る
は
ず
だ
。
善
な

る
報
い
を
う
け
る
筈
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
当
然
に
生
ま
れ
て
く
る
。

異
類
に
よ
る
報
恩
譚
も
そ
の
範
暗
に
は
い
る
。
大
き
く
言
う
と
親
と
子

供
の
養
育
被
養
育
の
関
係
も
又
。

　
木
を
植
う
る
志
は
、
そ
の
果
を
得
、
並
び
に
そ
の
影
に
隠
れ
む
が
為
、

　
不
を
養
ふ
志
は
、
子
の
力
を
得
て
併
せ
て
子
に
養
は
れ
ん
が
為
な
り
。

　
『
霊
異
記
』
（
中
三
）

と
考
え
る
と
、
養
育
す
る
と
い
う
こ
と
が
因
で
、
養
育
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
そ
の
結
果
と
考
え
る
こ
と
も
、
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

　
又
、
現
世
に
お
け
る
不
遇
を
、
前
財
の
因
の
な
さ
し
め
る
と
こ
ろ
と

ｆ
解
す
る
場
合
も
あ
る
。
逆
に
現
匪
に
お
け
る
恵
ま
れ
た
境
遇
を
、
前

胆
の
善
因
の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
（
ト
善
の

位
な
ど
と
い
う
言
い
方
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
）

　
以
上
の
よ
う
な
見
て
行
く
と
、
「
因
果
」
と
い
う
考
え
程
日
本
人
の
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中
に
深
く
広
く
定
着
し
た
も
の
は
あ
る
ま
い
。

　
こ
こ
で
は
、
説
法
の
中
で
、
「
因
果
」
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い

る
か
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
澄
憲
が
南
都
か
ら
の
帰
途
、
山
賊
に
襲
撃
さ
れ
て
「
十
二
因
縁
の
心

を
め
で
た
く
と
き
聞
か
せ
て
、
」
教
化
し
た
説
話
が
、
『
古
今
著
聞
集
』
‘

に
あ
る
。
道
心
も
な
い
と
思
わ
れ
る
荒
々
し
い
山
賊
を
教
化
す
る
時
に
、

因
果
の
話
を
す
る
。
尤
も
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
今

し
て
い
る
人
の
物
を
盗
む
と
い
う
行
為
が
、
聴
て
廻
っ
て
ど
の
よ
う
な

結
果
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
事
を
、
説
き
聞
か
せ
ら
れ
れ
ば
、
誰
し
も

出
家
を
願
う
で
あ
ろ
う
。
山
賊
達
が
「
も
と
ど
り
」
を
切
っ
て
送
っ
て

き
た
の
も
至
極
当
然
の
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
に
、
「
知
前
世
語
」
と
題
し
た
説
話
が
い

く
っ
か
あ
る
。

　
醍
醐
僧
恵
増
、
詩
法
花
知
前
生
譜
第
十
二

　
人
道
覚
念
、
詩
法
花
知
前
生
譜
第
十
二

　
憎
行
範
、
詩
法
花
経
知
的
世
報
語
第
ト
四

　
越
中
国
僧
海
蓮
、
詩
法
花
知
前
伊
報
第
語
十
五

　
元
興
寺
蓮
尊
、
詩
法
花
経
知
前
世
報
語
第
乍
六

　
金
峰
山
僧
転
乗
、
詩
法
花
知
前
世
報
語
第
十
七

　
僧
明
蓮
、
詩
法
花
知
前
世
報
譜
第
十
八

　
備
前
国
百
人
、
知
前
世
特
報
花
譜
第
十
九

　
憎
安
勝
、
詩
法
花
知
前
匿
報
語
第
二
卜

　
比
吉
山
横
川
永
慶
聖
人
、
順
法
花
知
前
世
譜
第
升
一

　
比
吉
山
西
塔
僧
存
命
、
読
誦
法
花
知
前
生
譜
第
升
二

　
近
江
国
僧
頼
真
、
順
法
花
知
前
生
譜
第
升
三

　
比
吉
山
東
塔
僧
朝
禅
、
順
法
花
知
前
世
語
第
升
四

　
山
城
田
神
奈
比
寺
聖
人
、
順
法
花
知
前
世
報
譜
升
五

以
上
の
十
四
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
法
華
験
記
』
に
基
づ

い
て
い
る
説
話
で
あ
る
。
『
法
花
経
』
の
霊
験
を
譜
る
説
話
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
こ
世
に
ま
た
が
る
因
果
が
と
か
れ
て
い
る
。
ト
ニ
語
を
引
い

て
そ
の
内
容
を
概
観
し
よ
う
。

　
醍
醐
寺
の
僧
恵
増
は
日
夜
に
『
法
花
経
』
を
読
誦
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
方
便
品
の
比
丘
偏
の
二
文
字
を
忘
れ
て
読
誦
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
長
谷
寺
の
観
音
に
七
日
馥
っ
て
折
詰
す
る
と
、
夢
に
老
僧
が
現

れ
て
、
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。

　
前
生
ニ
ハ
、
幡
磨
ノ
国
、
賀
古
ノ
郡
ノ
ロ
ノ
郷
ノ
人
也
。
汝
が

　
父
母
、
来
ダ
彼
ノ
所
二
有
リ
。
汝
ヂ
、
前
生
ニ
ハ
、
其
ノ
所
ニ
シ
テ

　
僧
ト
有
リ
シ
ニ
、
火
二
向
テ
法
花
経
第
一
巻
ヲ
読
誦
セ
シ
ニ
、
其
ノ

　
火
走
リ
テ
経
ノ
二
字
二
当
リ
テ
、
其
ノ
ー
。
字
焼
二
半
。
汝
ヂ
、
其
ノ

　
焼
タ
ル
ニ
宇
ヲ
不
吉
綴
ズ
シ
テ
死
ニ
キ
。
其
ノ
故
ニ
、
今
生
ニ
、
経

　
ヲ
誦
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
、
其
ノ
ー
。
字
忘
レ
テ
不
忠
ザ
ル
也
。

そ
の
経
は
そ
の
場
所
に
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
そ
の
国
に
行
き
二
字
を
書

き
綴
っ
て
、
「
宿
業
ヲ
可
懺
悔
シ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
早
速
そ

の
場
所
に
出
掛
け
て
行
っ
て
夢
告
の
通
り
に
す
る
と
、
読
誦
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

　
こ
の
世
に
於
て
、
不
可
解
な
事
実
に
遭
遇
す
る
と
、
（
勿
論
こ
の
世
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の
有
様
か
ら
で
は
そ
の
不
可
解
な
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
る
）
そ
の
合
理
的
な
説
明
を
、
此
の
世
界
の
他
に
求
め
よ
う
と
す
る
。

こ
の
説
話
の
場
合
、
『
法
花
経
』
の
二
字
を
ど
う
し
て
も
読
む
こ
と
が

出
来
な
い
と
い
う
、
不
可
解
な
事
実
に
出
会
っ
た
。
そ
の
理
由
を
よ
り

合
理
的
に
説
明
す
る
為
に
、
時
を
超
え
て
結
ぶ
因
果
の
法
則
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
を
説
か
れ
た
人
々
は
、
そ
の
合
理
的
な
説
明
に
、

充
分
納
得
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
話
を
成
立
さ
せ
る
背
景
に
は
、

当
然
、
人
々
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
「
因
果
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
他
の
説
話
も
同
種
の
内
容
で
あ
る
。

　
此
れ
等
の
具
体
的
な
例
を
見
て
も
、
因
果
の
考
え
方
が
、
深
く
人
々

の
心
の
中
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

　
さ
て
、
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
『
法
譚
　
百
座
因
縁
』
（
上
・

中
・
下
　
三
冊
）
は
、
「
豊
後
州
」
の
「
釈
厳
浄
僧
英
」
の
述
し
た
も

の
で
あ
る
。
僧
英
に
は
『
百
座
因
縁
』
の
他
に
『
十
楽
歓
喜
弁
』
『
勧

化
無
常
弁
』
『
蓮
如
上
人
百
年
眼
』
の
著
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
『
百
座
因
縁
』
の
下
巻
に
あ
る
次
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。

　
火
子

　
善
悪
因
果
広
報
ノ
道
理
ハ
鳥
類
畜
類
マ
デ
逃
レ
カ
タ
ク
人
ヲ
悪
メ
バ
。

　
人
カ
ラ
悪
マ
ル
。
不
便
ヲ
加
エ
テ
人
ヲ
哀
レ
メ
バ
。
又
人
カ
ラ
不
便

　
ヲ
ク
ワ
ヘ
ラ
ル
Ｘ

　
○
古
ヘ
ア
ル
山
寺
ノ
僧
房
二
Ｉ
疋
ノ
火
打
テ
。
五
ツ
ノ
子
ヲ
持
シ
ガ
。

　
此
三
疋
ノ
火
ノ
子
。
母
火
ノ
コ
コ
ロ
カ
ラ
ハ
。
皆
々
不
便
ニ
ア
リ
ソ

フ
ナ
モ
ノ
ヲ
。
四
疋
ノ
大
ノ
子
ヲ
可
愛
ガ
ッ
テ
。
残
ル
ー
疋
ノ
犬
ノ

ニ
ハ
ナ
ン
ホ
テ
モ
乳
ヲ
ノ
マ
セ
ズ
朝
晩
悪
ン
デ
イ
ガ
ミ
吠
ル
ュ
ヘ
。

寺
内
ノ
坊
玉
手
部
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
。
此
母
大
ヲ
打
擲
シ
テ
殊
ノ
外
ニ

悪
ミ
ケ
ル
ガ
。
有
夜
寺
内
ニ
」
同
二
不
思
議
ナ
夢
ヲ
見
ケ
ル
ハ
。
件

ノ
母
大
前
膝
ヲ
オ
リ
涙
ヲ
ナ
ガ
シ
人
ノ
物
云
声
ヲ
ナ
シ
テ
。
我
身
ハ

前
ノ
生
何
某
卜
申
遊
女
ナ
リ
シ
ガ
身
ヲ
ケ
ガ
シ
テ
命
ヲ
ツ
ナ
グ
ッ
ラ

キ
勤
ノ
事
ナ
レ
バ
独
リ
ョ
リ
ハ
ー
一
人
ノ
客
カ
我
身
ノ
勝
手
ニ
ョ
ロ
シ

ト
ュ
ヘ
。
馴
ミ
ノ
客
ヲ
五
人
モ
チ
シ
ニ
其
内
四
人
ノ
男
ハ
情
ケ
深
ク

コ
コ
ロ
ザ
シ
ノ
程
モ
互
二
浅
カ
ラ
ザ
リ
シ
所
ニ
。
▽
人
ノ
男
ハ
マ
コ

ト
ノ
心
ス
ク
ナ
キ
ュ
ヘ
。
日
頃
悪
フ
オ
モ
ヒ
ナ
ガ
ラ
胸
ヲ
サ
ス
ッ
テ
。

コ
ラ
エ
シ
ニ
。
今
此
寺
ニ
イ
ル
五
疋
ノ
大
ノ
子
ハ
我
前
生
ノ
五
人
ノ

男
。
四
人
ノ
男
ハ
昔
ノ
情
フ
カ
キ
ュ
ヘ
。
今
畜
生
ト
ナ
ッ
テ
乳
ヲ
呑

ニ
モ
。
イ
ト
オ
シ
ク
不
便
二
思
ヒ
マ
ス
。
恥
シ
ヤ
丁
人
ハ
。
昔
モ
悪

フ
思
ヒ
シ
ュ
ヘ
。
今
乳
ヲ
呑
ス
ニ
モ
心
ニ
ソ
マ
ズ
。
常
ニ
ソ
バ
ヘ
モ

ョ
セ
ツ
ケ
ズ
。
舌
ヲ
ダ
シ
テ
甜
ッ
テ
モ
ヤ
ラ
ズ
。
イ
カ
ニ
阿
奈
他
方

ナ
ゼ
ア
ノ
大
ニ
ハ
乳
ヲ
呑
サ
ヌ
カ
ト
テ
打
擲
シ
テ
ニ
ク
ミ
玉
ヘ
ド
モ
。

前
ノ
生
ョ
リ
カ
ゝ
ル
訳
ア
ル
事
ュ
ヘ
ニ
。
畜
生
ナ
ガ
ラ
我
心
ド
ウ
料

簡
イ
タ
シ
テ
モ
。
可
愛
コ
コ
ロ
ガ
オ
コ
リ
マ
セ
ヌ
ュ
ヘ
。
ド
ウ
モ
力

及
バ
ズ
コ
ｘ
ノ
所
ヲ
聞
ワ
ケ
玉
フ
テ
。
御
許
シ
ナ
サ
レ
テ
下
サ
リ
マ

セ
ョ
。
去
ナ
ガ
ラ
悪
カ
リ
シ
男
ノ
甥
が
明
日
大
ノ
子
ヲ
貰
ヒ
ニ
参
ル

ペ
シ
。
善
悪
因
果
ノ
報
ヒ
ノ
所
ヲ
必
ズ
御
不
審
二
黒
シ
メ
ス
ナ
ド
シ

テ
涙
ヲ
ナ
ガ
シ
テ
吠
ル
ト
思
ヒ
シ
ガ
忽
チ
夢
サ
メ
ケ
リ
。
夜
が
明
テ

寺
内
ノ
人
々
我
レ
モ
吾
モ
其
夢
ヲ
見
タ
ト
。
少
シ
モ
違
ハ
ズ
夢
バ
ナ

シ
ヲ
シ
テ
大
平
ニ
驚
平
人
テ
居
夕
所
二
。
ソ
ノ
日
ノ
昼
時
分
ノ
頃
。

７



　
▽
人
ノ
男
来
テ
コ
ナ
タ
ニ
居
マ
ス
ル
犬
ノ
子
ヲ
ワ
レ
ニ
ー
疋
ク
タ
サ

　
レ
ト
テ
。
殊
ノ
外
所
望
ス
ル
ユ
ヘ
何
レ
ニ
テ
モ
望
ミ
次
第
択
ト
リ
ニ

　
セ
ラ
レ
ョ
ト
イ
フ
ニ
。
疲
テ
ハ
居
マ
ス
レ
ド
モ
此
犬
ノ
子
ガ
ホ
シ
フ

　
御
坐
ル
ト
テ
摩
ツ
サ
ス
リ
ツ
不
便
ヲ
ク
ワ
エ
。
母
人
ノ
乳
ヲ
ノ
マ
セ

　
ズ
悪
メ
シ
子
ヲ
貰
ヒ
ウ
ケ
テ
帰
ッ
タ
ユ
ヘ
。
タ
部
ノ
夢
ノ
告
達
ハ
ヌ

　
コ
ト
ヲ
思
ヒ
メ
ズ
ラ
シ
テ
。
皆
一
。
度
ビ
ッ
ク
リ
シ
タ
ト
ア
ル
。
　
因

　
縁
故
事
二
出

こ
の
文
章
で
は
殷
初
に
、
「
善
悪
因
果
応
報
ノ
道
理
ハ
…
…
…
…
」
と

因
果
の
定
義
を
述
べ
る
。
そ
の
後
で
例
話
が
示
さ
れ
る
。
更
に
次
の
よ

う
な
結
び
の
文
章
に
続
く
。

　
ナ
ン
ト
御
人
数
前
生
ノ
因
果
ト
ハ
イ
ヒ
ナ
ガ
ラ
。
畜
生
ナ
レ
ド
モ
可

　
愛
ナ
キ
ド
ト
可
愛
子
ガ
ア
ル
。

　
人
間
ト
テ
モ
同
事
ト
リ
ワ
ケ
親
ノ
思
フ
子
モ
ア
レ
バ
又
左
程
ニ
ナ
ヒ

　
子
モ
ア
ル
筈
。
家
ニ
ツ
ナ
ヒ
ダ
牛
馬
が
前
生
ノ
親
兄
弟
ヤ
ラ
。
呵
リ

　
マ
ハ
ス
人
維
リ
カ
過
去
世
ノ
伯
父
伯
母
ヤ
ラ
。
生
ヲ
隔
シ
ハ
其
訳
ヲ

　
シ
ラ
ズ
善
モ
悪
モ
因
縁
ナ
ラ
ズ
ト
云
事
ナ
ク
。
宗
々
ア
マ
タ
ア
ル
中

　
ニ
。
別
シ
テ
御
門
徒
二
御
流
レ
ヲ
ク
ミ
其
内
二
又
浄
土
往
生
ノ
御
数

　
耳
二
人
タ
ハ
。
生
々
世
々
ノ
御
目
ガ
ケ
ノ
顕
ハ
レ
。
化
ヤ
オ
ロ
カ
ニ

　
御
因
縁
デ
ハ
ナ
イ
ト
信
ス
ベ
シ
喜
ブ
ベ
シ
。

こ
の
結
び
の
中
で
は
、
「
ナ
ン
ト
御
人
数
前
生
ノ
因
果
ト
ハ
イ
ヒ
ナ
ガ

ラ
」
以
ド
「
因
縁
ナ
ラ
ズ
ト
云
事
ナ
ク
」
迄
が
、
い
わ
ば
一
般
的
な
部

分
で
あ
る
。
そ
の
後
「
宗
々
ア
マ
タ
ア
ル
中
ニ
」
以
ド
は
、
真
宗
に
関

わ
る
結
論
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

　
も
う
少
し
具
体
的
に
説
話
の
内
容
を
吟
味
し
て
い
く
と
、
山
寺
の
僧

房
に
五
疋
の
子
犬
を
持
つ
母
犬
が
い
た
。
母
犬
は
そ
の
子
犬
の
中
で
四

疋
は
可
愛
が
っ
た
が
、
一
疋
は
邪
見
に
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
様
子
を
見

た
寺
に
住
む
人
々
は
、
母
人
を
打
擲
す
る
。
或
る
夜
に
寺
に
住
む
。
同

が
不
思
議
な
夢
を
見
る
。
そ
れ
は
犬
が
前
世
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
犬

は
前
世
に
遊
女
で
あ
り
、
五
人
の
男
と
馴
染
に
し
て
い
た
。
そ
の
中
の

四
人
と
は
情
が
深
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
残
り
の
／
人
は
そ
う
で
も
な

か
っ
た
。
今
、
世
が
か
わ
っ
て
犬
の
身
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
前
世

の
関
係
を
そ
の
ま
ま
持
ち
越
し
て
、
四
疋
に
は
乳
を
与
え
る
が
、
一
疋

は
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
う
い
う
理
由
が
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
非

難
さ
れ
よ
う
と
も
ど
う
も
な
ら
な
い
。
自
分
の
心
で
料
簡
し
て
も
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
可
愛
い
と
思
う
心
が
起
こ
っ
て
こ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
許
し
て
く
だ
さ
い
。
が
、
明
日
そ
の

男
の
甥
が
犬
の
子
を
貰
い
に
来
る
だ
ろ
う
。
と
言
っ
て
犬
が
吠
え
た
と

思
う
と
目
が
醒
め
た
。
翌
日
の
昼
頃
▽
人
の
男
が
犬
を
貰
い
に
く
る
。

そ
の
男
は
、
五
疋
の
犬
の
中
で
そ
の
冷
遇
さ
れ
て
い
た
石
化
を
選
ん
で

連
れ
て
帰
る
。

　
こ
の
説
話
の
中
で
は
、
現
実
に
区
別
さ
れ
冷
遇
さ
れ
て
い
る
・
疋
の

乙
丿
犬
。
そ
の
冷
遇
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
過
去
匝
に
潮
る
こ
と

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
夢
の
取
り
扱
か
い
方
も
現
在
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
重
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
同
が
同
じ
夢
を
同
時
に
見
る
と
い
う

不
思
議
さ
。
そ
の
不
思
議
さ
が
か
え
っ
て
信
憑
性
を
高
め
る
働
き
を
し

て
い
る
。
更
に
、
夢
の
醒
め
た
後
の
現
実
の
世
界
の
中
で
、
夢
で
竹
言

さ
れ
た
こ
と
（
甥
が
貰
い
に
く
る
）
が
お
こ
る
。
貰
い
に
来
た
甥
は
五

疋
の
中
か
ら
そ
の
一
疋
を
選
ん
で
連
て
行
く
。
夢
と
現
実
を
関
連
さ
せ
、
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夢
も
又
真
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
現
実
の
奇
妙
さ
も
合
理
的
に
説
明
し
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
る
。
従
っ
て
、
「
因
果
の
法
則
」
と
い
う
も
の
は
、
厳
然
と
し
て
存

在
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
。
整
然
と
し
た
展
開
と
い
う
こ

と
が
出
来
よ
う
。

　
そ
の
大
の
親
子
に
説
話
を
配
し
た
後
に
、
前
述
し
た
二
段
階
の
結
び

が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
び
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。
一
般
的
な
部
分
で
、
大
の
話
を
う
け
て
「
畜
生
ナ
レ
ド

モ
…
…
…
」
と
述
べ
、
更
に
そ
れ
を
広
げ
て
「
人
間
ト
テ
モ
同
事
…
…
…

又
左
程
ニ
ナ
ヒ
子
モ
ア
ル
筈
」
と
人
の
世
界
ま
で
も
っ
て
く
る
。
そ
こ

ま
で
の
こ
と
は
、
当
然
予
測
で
き
る
進
展
で
あ
ろ
う
。
が
、
次
の
「
家

ニ
ツ
ナ
ヒ
ダ
牛
馬
が
前
生
ノ
親
兄
弟
ヤ
ラ
。
呵
リ
マ
ハ
ス
大
誰
リ
カ
過

去
世
ノ
伯
父
伯
母
ヤ
ラ
」
と
い
う
描
写
に
な
る
と
、
論
理
的
に
い
さ
さ

か
強
引
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
今
、
身
の
周
り
に
い
る
牛
馬
、
大
鵬

が
前
世
で
の
肉
親
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

大
の
親
子
の
前
生
譚
か
ら
は
じ
め
て
、
牛
馬
大
鵬
が
前
世
の
親
兄
弟
伯

父
伯
母
と
い
う
の
で
は
飛
躍
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
全
て
が
因
縁
の
し
か

ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
い
う
次
の
文
へ
続
か
せ
て
い
く
為
の
布

石
で
あ
る
。
最
後
に
は
浄
土
往
生
の
教
え
が
耳
に
い
る
に
は
、
深
い
因

縁
に
よ
る
の
で
あ
る
。
「
信
ズ
ペ
シ
喜
ブ
ベ
シ
」
と
呼
び
掛
け
て
、
浄

土
信
仰
へ
唱
導
す
る
。
大
の
親
が
五
疋
の
子
供
の
中
の
一
疋
を
冷
遇
し

た
説
話
が
、
最
後
に
は
浄
土
往
生
を
勧
め
る
た
め
の
説
話
に
な
っ
て
い

る
。

　
　
『
百
座
因
縁
』
の
中
か
ら
も
う
一
つ
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
巻
の
Ｉ

に
あ
る
「
横
目
」
の
話
で
あ
る
。
前
書
き
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
六
根
具
足
ノ
人
間
卜
生
レ
テ
眼
二
如
来
ノ
御
尊
形
ヲ
拝
ミ
耳
二
無
上

　
ノ
要
法
ヲ
聞
ロ
ニ
報
謝
ノ
念
仏
ヲ
称
ェ
。
手
二
珠
数
掛
テ
足
ヲ
運
ビ
。

　
礼
拝
恭
敬
二
不
自
由
ナ
事
ナ
キ
。
未
来
成
仏
イ
タ
ス
ハ
不
足
ノ
ナ
ヒ

　
境
界
ナ
レ
バ
聞
テ
喜
ヒ
見
テ
敬
ヒ
。
タ
フ
ト
ヤ
／
ヘ
ノ
称
名
相
続
八

　
行
者
一
代
ノ
報
恩
ノ
ョ
ロ
コ
ビ
ナ
ル
ベ
シ

構
図
は
、
百
姓
の
子
で
あ
り
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
そ
の
構

図
が
一
見
何
の
脈
絡
も
な
い
五
つ
の
事
件
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
事
件
と

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
１
、
隣
の
家
か
ら
牛
を
借
り
て
畑
で
仕
事
を
し
た
後
、
返
し
に
い
き
、

　
　
　
隣
家
の
主
人
が
い
た
の
で
馬
屋
迄
引
き
入
れ
ず
に
帰
っ
た
所
が
、

　
　
　
そ
の
牛
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

　
２
、
役
所
へ
行
く
途
中
の
川
で
大
工
に
出
会
い
、
渡
川
の
為
に
浅
い

　
　
　
所
を
間
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
火
皿
は
手
斧
を
口
に
く
わ
え
て
渡
っ

　
　
　
て
い
た
の
で
、
返
事
を
す
る
と
そ
の
斧
を
取
落
し
て
し
ま
う
。

　
３
、
垣
根
を
眺
び
越
え
た
と
こ
ろ
、
Ｌ
度
そ
の
下
で
畑
仕
事
を
し
て

　
　
　
い
た
百
姓
親
子
の
父
親
の
う
え
に
落
ち
て
し
ま
い
踏
み
殺
し
て

　
　
　
し
ま
っ
た
こ
と
。

　
４
、
茶
屋
に
件
む
時
に
布
団
の
上
に
腰
掛
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
下
に

　
　
　
赤
子
が
寝
か
せ
て
あ
っ
た
の
に
、
気
付
か
ず
圧
死
し
て
し
ま
っ

　
　
　
た
こ
と
。

　
５
、
馬
を
取
り
逃
が
し
た
馬
主
の
、
捉
え
て
く
れ
と
い
う
叫
び
に
応

　
　
　
じ
て
、
馬
の
前
足
を
打
っ
た
と
こ
ろ
が
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
。

　
２
か
ら
５
迄
の
事
件
は
、
１
の
事
件
を
起
こ
し
た
の
で
、
「
公
儀
沙
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汰
ニ
イ
タ
サ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
役
所
に
行
く
途
中
の
出
来
事
で
あ
る
。

役
人
は
各
々
の
訴
え
を
聞
き
、
横
目
を
無
罪
に
し
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、

１
の
場
合
は
、

　
牛
ヲ
借
シ
タ
ル
モ
ノ
隣
ノ
横
目
ハ
阿
房
ト
云
コ
ト
ヲ
シ
リ
ナ
ガ
ラ
、

　
直
二
牛
ヲ
馬
屋
二
引
人
レ
ン
ハ
其
方
が
無
調
法
ナ
レ
バ
、
目
テ
見
ナ

　
ガ
ラ
馬
屋
へ
人
ン
ハ
目
ガ
ア
ッ
テ
モ
人
ラ
ヌ
モ
ノ
。
目
ヲ
ッ
ブ
シ
テ

　
シ
マ
エ
。
ソ
レ
ガ
イ
ヤ
ナ
ラ
料
簡
シ
テ
帰
レ
ト
仰
セ
付
ラ
レ
タ
。

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
そ
れ
の
裁
定
は
か
な
り
強
引
な
印
象
を
受
け

る
も
の
で
あ
り
、
こ
じ
つ
け
を
し
て
横
目
を
無
罪
に
導
い
て
い
る
よ
う

な
感
じ
さ
え
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
扨
て
、
横
屈
は
無
罪
の
裁
き
を
う
け
た
後
に
役
所
か
ら
退
出
す
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
門
前
で
次
の
よ
う
な
こ
と
に
出
会
う
。

　
桜
木
二
鵠
が
十
羽
ト
マ
ッ
テ
其
方
ガ
容
ナ
親
二
孝
ナ
者
ハ
、
此
木
ノ

　
下
ヲ
掘
テ
見
ヤ
、
全
ガ
ア
ル
ソ
ト
鳴
テ
告
ル
。
件
ノ
鴉
声
外
ノ
者
ノ

　
耳
ニ
イ
ラ
ズ
。
唯
横
目
一
人
聞
タ
ユ
ヘ
、
其
板
木
ノ
根
ヲ
掘
タ
レ
バ
、

　
数
多
ノ
金
ヲ
掘
出
シ
ー
生
富
貴
二
暮
シ
タ
ト
ア
ル
。

最
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
横
目
が
親
孝
行
を
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
解
の
も
と
に
前
の
物
語
を
み
る
と
、

一
見
強
引
と
も
と
れ
る
よ
う
な
裁
定
が
く
だ
さ
れ
て
、
横
面
が
無
罪
に

な
っ
た
の
も
、
彼
が
親
孝
行
の
故
と
納
得
す
る
。
更
に
そ
の
次
に
、
横

屈
等
の
こ
こ
に
登
場
す
る
人
々
は
、
現
在
の
誰
で
あ
る
と
、
説
明
し
、

こ
の
説
話
が
前
世
譚
の
形
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
囚
に
、
横
面

は
舎
利
弗
、
牛
を
か
し
た
百
姓
は
頻
婆
娑
羅
王
、
大
工
は
阿
闇
世
、
親

を
殺
さ
れ
た
百
姓
は
提
婆
達
多
、
茶
屋
の
女
は
踪
提
希
夫
人
、
馬
上
は

吾
婆
大
臣
、
鳩
は
如
来
の
十
人
弟
子
、
事
件
を
取
り
裁
い
た
役
人
は
釈

迦
。
以
ト
の
役
割
で
あ
っ
た
。

　
次
に
結
び
と
し
て
、
念
仏
へ
結
縁
す
る
よ
う
に
勧
誘
す
る
一
文
が
っ

　
づ
い
て
い
る
。

　
一
切
世
間
囚
縁
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ー
ッ
モ
ナ
ク
ナ
ン
ト
同
行
中
仙
々
ノ
因

　
縁
が
深
ケ
レ
バ
コ
ソ
。
胎
内
ョ
リ
御
門
徒
二
流
レ
ヲ
ク
ミ
、
膝
ノ
ヒ

　
カ
ラ
善
知
識
ノ
御
教
化
ヲ
聴
聞
イ
タ
シ
教
エ
ガ
御
懇
ナ
レ
バ
領
解
ノ

　
シ
ニ
ク
ヒ
コ
ト
モ
ナ
ク
、
法
が
易
行
易
修
ナ
レ
バ
相
続
ニ
ム
ッ
カ
シ

　
イ
コ
ト
モ
ナ
ク
、
殊
更
御
繁
昌
ノ
最
中
、
寺
へ
参
ラ
レ
ン
足
ナ
ラ
バ

　
打
切
テ
除
ョ
珠
数
ノ
カ
ケ
ラ
レ
ン
手
ナ
ラ
ハ
、
切
落
テ
シ
マ
ヘ
。
如

　
来
ヲ
拝
レ
ン
眼
ナ
ラ
バ
突
ッ
ブ
シ
テ
シ
マ
エ
。
法
ノ
聞
レ
ン
耳
ナ
ラ

　
バ
木
耳
同
前
、
念
仏
ノ
称
ラ
レ
ン
目
ナ
ラ
バ
縫
フ
サ
ヒ
テ
シ
マ
ヘ
ト
、

　
手
ビ
シ
ク
御
催
促
ハ
ナ
サ
レ
ネ
ド
モ
、
此
度
門
徒
ト
生
レ
出
タ
八
万

　
却
生
ノ
初
事
ヂ
ャ
ト
存
シ
テ
、
耳
傾
ケ
テ
南
無
ア
ミ
タ
仏
ノ
御
イ
ハ

　
レ
ヲ
聴
聞
イ
タ
シ
、
コ
コ
ロ
ニ
受
会
ヒ
ク
チ
ニ
称
工
信
心
歓
喜
ノ
思

　
ヒ
ガ
ア
ラ
バ
、
足
手
二
叶
夕
寺
参
り
、
同
シ
五
尺
ノ
骸
ナ
レ
ド
モ
、

　
ワ
ル
サ
ル
ワ
ザ
ェ
手
足
ヲ
ッ
カ
ヘ
バ
、
忽
チ
地
獄
ノ
骨
折
ト
ナ
リ
、

　
参
几
ト
向
ノ
足
手
ノ
苦
労
礼
拝
恭
敬
ノ
骨
折
ハ
ス
グ
ュ
如
来
聖
人
エ

　
ノ
御
報
謝
我
等
ノ
浄
土
参
リ
ノ
遊
ビ
コ
ソ
。
浅
手
物
カ
ラ
マ
コ
ト
ナ

　
リ
ケ
リ
。
慈
鋼
和
尚
卜
足
手
ヲ
引
ヒ
テ
ノ
善
悪
下
向
ハ
浄
土
参
リ
ノ

　
遊
ヒ
ジ
ャ
ト
喜
ヒ
玉
フ
タ
。
兎
角
信
心
決
定
身
分
ハ
喜
ヒ
ト
共
二
参

　
リ
ド
向
イ
タ
シ
喜
卜
共
二
南
無
阿
弥
陀
仏

こ
の
結
び
の
文
章
で
、
普
通
に
考
え
て
み
る
と
、
本
文
と
の
関
連
は
薄

い
。
し
い
て
そ
の
関
連
を
言
え
ば
、
六
根
に
か
か
わ
る
部
分
で
あ
る
。
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六
根
を
具
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
教
え
を
聴
聞
す
る
為
に

使
う
よ
う
に
す
る
必
要
か
お
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
全
く
意
味
を
な

さ
な
い
。
六
根
を
具
足
し
て
し
か
も
聞
く
こ
と
の
出
来
る
立
場
（
御
門

徒
に
流
れ
を
く
み
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
因
縁
と
言
わ
ず
に
何

を
因
縁
と
言
お
う
か
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
が
、
概
し
て
因
縁
と
い
う

も
の
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
り
、
説
明
の
出
来
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

現
巨
で
は
不
条
理
と
思
わ
れ
、
そ
の
合
理
的
な
説
明
が
っ
き
か
ね
る
話
、

そ
れ
は
前
世
の
原
因
で
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
前
世
と
現
世
と
の
関
わ
り

を
説
明
す
る
こ
と
は
又
、
現
世
と
来
世
と
の
関
連
を
確
実
な
も
の
に
す

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　
現
世
の
不
条
理
を
前
世
の
因
縁
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
、

理
解
し
行
動
し
た
例
と
し
て
は
、
妙
奸
人
が
あ
る
。

　
石
州
の
九
兵
衛
は
、
享
保
の
頃
の
人
で
あ
る
が
、
あ
る
年
の
夏
の
旱

の
節
に
、
山
へ
草
を
刈
り
に
行
く
途
中
見
る
と
、
自
分
の
田
に
は
い
る

溝
の
口
が
塞
が
れ
て
水
が
全
く
入
ら
ず
、
す
べ
て
他
人
の
田
に
は
い
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
た
九
兵
衛
は
、
そ
の
ま
ま
家
へ
帰
っ

て
仏
前
に
灯
明
を
さ
さ
げ
て
妻
子
を
呼
び
、
「
御
礼
を
申
せ
」
と
言
う
。

そ
の
わ
け
は
、

　
こ
れ
は
我
前
世
に
、
人
の
田
へ
か
く
る
水
を
せ
き
と
め
た
る
報
ひ
な

　
る
べ
し
。
昔
の
と
き
に
し
も
あ
ら
ば
、
腹
の
立
に
ま
か
せ
て
、
又
人

　
の
水
口
を
ふ
さ
ぐ
べ
き
に
、
前
世
の
業
な
り
と
気
を
付
さ
せ
て
ｙ
‐
さ

　
る
は
、
ひ
と
へ
に
大
善
知
識
の
厚
御
教
化
の
顕
れ
な
り
。
こ
の
御
礼

　
を
申
さ
で
は
あ
る
べ
ら
ず
と
お
も
へ
ば
、
か
く
は
す
る
な
り
、

と
、
九
兵
衛
の
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
干
魅
の
時
に
田
に
水
が
は

い
る
か
否
か
は
、
文
字
通
り
死
活
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
に
も
拘
ら

ず
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
。
九
兵
衛
は
も
と
も
と
は
「
性
猛
く
邪
見

に
し
て
、
入
に
ま
け
嫌
ひ
な
男
」
で
あ
っ
た
が
、
「
御
法
義
に
入
り
し

よ
り
、
自
然
と
物
こ
と
優
し
く
聞
え
し
な
り
ご
と
そ
の
態
度
が
変
化

し
て
い
く
。
特
に
蓮
如
上
人
の
、
「
信
を
獲
ば
、
同
行
に
あ
ら
く
物
を

も
い
は
じ
、
こ
こ
ろ
も
和
ら
ぐ
べ
き
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
守
っ
て
い

た
結
果
の
所
意
で
あ
る
と
、
解
説
さ
れ
る
。
し
か
し
、
同
行
に
穏
や
か

な
心
や
軟
言
を
も
っ
て
接
し
た
ら
、
前
述
し
た
行
動
に
な
る
と
は
考
え

に
く
い
。
「
御
法
義
に
入
り
し
」
と
い
う
「
法
義
」
の
中
に
「
囚
果
」

の
道
理
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
先
の
文
中
に
あ

る
「
前
世
の
業
な
り
と
気
を
付
さ
せ
て
ド
さ
る
は
、
ひ
と
へ
に
大
善
知

識
の
厚
御
教
化
の
顕
れ
な
り
。
」
と
い
う
九
兵
衛
の
言
葉
よ
り
理
解
で

き
よ
う
。

　
こ
の
財
の
出
来
事
の
み
で
考
え
る
と
、
到
底
容
認
出
来
な
い
よ
う
な

こ
と
で
も
、
「
前
世
の
業
」
と
い
う
観
点
で
理
解
す
れ
ば
、
説
明
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、
一
見
不
条
理
と
思
え
る
よ
う
な

’
事
態
に
も
諾
々
と
し
て
従
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
「
因
果
を

知
っ
」
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
以
上
、
「
説
法
に
お
け
る
因
果
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
問
題
を
提
起

し
、
『
百
座
因
縁
』
を
中
心
と
し
て
、
「
因
果
」
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ

て
い
る
か
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
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と
が
出
来
よ
う
。

　
１
、
こ
の
世
で
起
こ
る
不
合
理
と
思
わ
れ
る
出
来
事
、
（
こ
れ
は
適

　
　
　
当
な
説
明
が
不
可
解
で
あ
る
場
合
が
多
い
）
か
お
る
。

　
２
、
因
果
の
法
則
に
よ
っ
て
説
明
を
す
る
。
（
一
見
不
合
理
で
あ
る

　
　
　
が
、
整
然
と
し
た
法
則
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
）

　
３
、
更
に
、
そ
れ
を
例
話
と
し
て
、
自
宗
へ
の
勧
誘
を
は
か
る
。

　
　
　
（
こ
の
場
合
は
浄
土
真
宗
）

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
い
わ
ば
極
め
て
当
然
と
受
け
取
ら
れ
る
ま
と
め

で
あ
る
。
が
、
１
に
述
べ
た
よ
う
な
出
来
事
は
、
因
果
と
い
う
意
識
が

は
い
り
こ
ま
な
け
れ
ば
、
単
な
る
不
思
議
な
出
来
事
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
話
で
あ
る
。
そ
の
点
は
以
前
『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て
考
察
し
た

こ
と
が
あ
る
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
（
巻
二
十
六
）
に
あ
ら
わ
れ
た
宿
報

の
意
識
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学
2
2
号
）
　
つ
ま
り
、
そ
の
出
来
事
を

「
因
果
」
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
因
果
を
語
る

説
話
と
し
て
の
位
置
が
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
な
見
方
を
す
れ
ば
、

そ
の
話
が
不
合
理
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
因
果
が
歴
然
と
し
て
く
る
こ

と
に
も
な
る
し
、
又
重
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
不
合
理
な
話
が
因
果
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
整
然

と
し
た
も
の
と
し
て
改
め
て
理
解
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

説
法
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
因
果
は
さ
ら
に
人
々
の
中
に
深

く
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）

12


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

